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『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

一
、
は
じ
め
に

将
軍
宣
下
儀
礼
に
つ
い
て
、
以
前
、
天
皇
と
将
軍
と
の
間
の
君
臣
儀
礼
が
含
ま
れ
て
る
か
、
と
い
う
視
点
か
ら
分
析
し
た
こ
と
が
あ

る
。こ

の
な
か
で
天
皇
と
将
軍
と
の
君
臣
関
係
を
示
す
儀
礼
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
（
（
（

。

本
稿
に
お
い
て
は
、
幕
府
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
『
御
請
下
書
』『
当
代
将
軍
家
三
家
三
卿
贈
官
位
方
』
な
ど
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
中

務
卿
宣
」
や
宣
命
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
官
位
叙
任
と
い
う
制
度
手
続
き
に
含
ま
れ
て
い
る
象
徴
的
意
義
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
れ

ら
を
通
じ
て
幕
藩
制
国
家
の
王
権
シ
ス
テ
ム
に
関
し
て
考
え
て
み
た
い
と
思
う
（
（
（

。

二
、「
中
務
卿
宣
」

官
位
叙
任
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
な
「
御
請
下
書
」
が
記
さ
れ
て
い
る
（『
家
光
公
御
請
下
書
』
一
、
内
閣
文
庫
蔵
）。

『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

吉

田

昌

彦
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『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

源
朝
臣
家
光

右
従
三
位

中
務
聖
知
賢
明
文
経
武
緯
徳
超
前

代
威
領
百
蛮
宜
加
階
級
弐
増
寵

可
依
前
件
主
者
施
行

　

元
和
六
年
正
月
五
日

　
　

中
務
卿　

闕

　
　

従
四
位
上
行
中
務
大
輔
小
槻
宿
称
孝
亮　

宣

　
　

従
四
位
下　

中
務
大
輔
阿
倍
朝
臣
泰
重　

奉　

行

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

公
廣

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

実
條

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

資
胤

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

資
勝

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

光
廣

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

総
光

正
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

公
益

従
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

宣
季

従
二
位
行
権
大
納
言　
　
　
　
　

臣　

康
道

権
大
納
言
正
三
位　
　
　
　
　
　

臣　

教
平
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御
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下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
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ス
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従
二
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

実
有

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

季
継

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

宣
衡

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

実
顕

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

共
房

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

光
廣

正
三
位
行
権
中
納
言　
　
　
　
　

臣　

通
村

正
三
位
行
権
中
納
言
臣
忠
家
等
言

制
書
如
右
請
奉

制
附
外
施
行
謹
言

　
　

元
和
六
年
正
月
五
日

制
可

月
晨
時
従
四
位
上
行
掃
部
頭
兼
大
外
記
造
酒
正
助
教
中
原
朝
臣
師
生

　
　
　
　
　

左
中
弁　

光
賢

関
白
従
一
位
朝
臣

太
政
大
臣　

闕

左
大
臣
従
一
位
朝
臣
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『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

右
大
臣
正
二
位
兼
行
左
近
衛
大
将
朝
臣

内
大
臣
正
二
位
兼
行
右
近
衛
大
将
朝
臣

一
品
行
式
部
卿
智
仁
親
王

式
部
大
輔　

闕

参
議
従
三
位
行
左
大
弁

告
従
三
位
源
家
光
奉

制
書
如
右
符
到
奉
行

従
五
位
上
行
式
部
少
輔
秀
雄

　
　

大
録

　
　

少
録

　

元
和
六
年
正
月
五
日

こ
れ
は
、
ま
だ
、
徳
川
将
軍
家
世
嗣
で
あ
っ
た
徳
川
家
光
が
元
和
六
年
、
従
三
位
に
叙
せ
ら
れ
た
際
の
「
位
記
」
で
あ
る
が
、
直
線

部
は
「
制
書
」（
天
皇
の
仰
せ
ご
と
を
文
書
に
し
た
も
の
、
天
皇
の
命
令
、「
位
記
」
は
こ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
）
の
起
案
を
司
る
中
務

省
が
提
出
し
た
文
章
で
徳
川
家
光
を
従
三
位
に
昇
進
さ
せ
る
理
由
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。「
従
四
位
上
行
中
務
大
輔
小
槻
宿
称
孝
亮

　

宣
」
中
の
「
宣
」
と
は
天
皇
の
命
を
伝
え
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
本
来
は
中
務
卿
が
行
う
手
続
き
で
「
中
務
卿
宣
」
と
呼
ぶ
べ

き
と
考
え
ら
れ
る
文
書
で
は
あ
る
。
が
、
後
述
す
る
徳
川
家
綱
の
元
服
の
際
に
は
、
中
務
卿
が
在
職
し
連
名
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
中
務
大
輔
が
「
宣
」「
奉
行
」
し
て
い
る
た
め
、
こ
こ
で
は
「
宣
」
し
た
主
体
に
準
拠
し
た
呼
称
「
中
務
大
輔
宣
」
を
用
い
る
こ
と
と
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下
書
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と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
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し
た
い
。
そ
の
内
容
は
、
平
安
末
の
三
善
為
康
『
朝
野
群
載
』
と
類
似
し
て
い
る
が
、
近
世
的
特
徴
を
有
し
て
い
る
（
後
述
）。

破
線
部
は
、「
中
務
大
輔
宣
」
の
内
容
に
異
議
が
な
い
と
し
太
政
官
の
構
成
メ
ン
バ
ー
（
主
と
し
て
大
納
言
・
中
納
言
、
次
官
ク
ラ
ス

で
「
議
政
官
」）
が
「
請
」
を
奉
っ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
結
果
、
こ
の
叙
位
に
関
す
る
天
皇
の
意
思
に
関
す
る
「
議
政
官
」
の

「
協
賛
」
を
承
け
て
外
記
及
び
左
中
弁
は
、「
位
記
」
な
ど
を
「
制
可
」
と
し
た
決
定
を
関
白
・
大
臣
及
び
人
事
担
当
の
式
部
省
の
卿
・

大
輔
、
さ
ら
に
は
人
事
関
係
の
実
務
処
理
機
関
で
あ
る
左
弁
の
「
長
」
に
通
知
し
、
彼
ら
は
式
部
省
の
少
輔
以
下
に
家
光
を
従
三
位
に

叙
す
た
め
に
「
制
書
」
の
作
成
を
命
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
源
朝
臣
家
光
」（
徳
川
家
光
）
の
昇
位
に
つ
い
て
「
律
令
制
」
に
沿
っ
た
か
た
ち
で
、
手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
か
ゝ
る
官
位
叙
任
が
、
律
令
制
国
家
が
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
全
く
意
味
が
な
い
と
い
う
こ
と
は
な
か

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
徳
川
家
康
は
、
征
夷
大
将
軍
に
任
じ
ら
れ
る
や
幕
府
を
開
い
て
い
る
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
一
定
の
表
象
性
・

実
態
性
を
有
し
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
、
将
軍
宣
下
儀
礼
を
は
じ
め
と
し
て
官
位
叙
任
儀
礼
に
お
い
て
公
儀
権
力
者
が
天
皇
に
対
し
臣
礼
を
と
っ
て
い
る
こ
と
、
天
皇

が
徳
川
将
軍
家
の
公
子
に
元
服
を
命
じ
将
軍
が
そ
れ
に
関
し
て
天
皇
に
謝
詞
を
述
べ
て
い
る
こ
と（

（
（

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
天
皇
を
「
君

主
」
と
し
将
軍
を
「
朝
臣
」
と
す
る
「
律
令
制
的
原
理
」
に
も
と
づ
く
君
臣
関
係
が
幕
藩
制
国
家
に
お
い
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
否

定
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
勘
案
す
る
と
、
公
儀
権
力
者
へ
の
官
位
叙
任
は
、
天
皇
に
よ
る
律
令
制
国
家
に
淵
源
す
る
「
王
権
」
の
行
使
で
あ
り
、

幕
藩
制
国
家
の
王
権
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て　

そ
れ
は
、
象
徴
的
な
意
味
合
い
で
こ
そ
あ
れ
、
一
定
の
意
義
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。　

で
は
、
公
儀
権
力
者
に
対
す
る
官
位
叙
任
は
、
如
何
な
る
象
徴
性
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。



─ 6 ─

『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

三
、
官
位
叙
任
の
象
徴
性

叙
位
関
係
の
「
請
文
」
は
、
徳
川
将
軍
家
関
係
で
は
徳
川
家
康
が
正
式
に
叙
位
さ
れ
た
最
初
と
考
え
ら
え
る
永
禄
九
年
十
二
月
に
遡

及
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
「
中
務
大
輔
宣
」
に
お
け
る
昇
位
理
由
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
　
　

源
朝
臣
家
康

　
　
　

右
可
従
五
位
下

　

中
務
雷
霆
武
名
山
岳
気
象

　

精
誠
無
懈
夙
夜
在
公
宜
授　
　
　
　
　
「
雷
霆
武
名
」「
精
誠
無
懈
夙
夜
在
公
」

　

栄
爵
用
旌
寵
章
可
依
前
件

　

主
者
施
行

�

（『
家
康
公
御
請
下
書　

全
』、
内
閣
文
庫
蔵
）

①
の
文
章
の
な
か
で
は
家
康
は
「
山
岳
気
象
」
に
も
等
し
い
「
雷
霆
武
名
」
を
有
し
て
お
り
、
そ
の
「
精
誠
」
は
「
懈
」
怠
な
く
「
夙

夜
」「
公
に
在
る
」
と
し
て
「
宜
授
栄
爵
用
旌
寵
章
」
と
い
う
結
論
に
導
い
て
お
り
、
武
徳
・
文
徳
兼
備
の
論
理
が
見
出
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
武
家
叙
位
に
適
合
的
な
文
武
に
お
け
る
有
徳
性
の
強
調
の
ほ
か
に
、
叙
位
さ
れ
る
武
家
が
領
国
（
分
国
）
を
有
し
て
い
る

と
い
う
当
時
の
領
主
制
の
在
り
方
に
適
合
的
な
論
理
も
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
天
正
二
年
正
月
に
お
け
る
徳
川
家
康
の
正
五
位
下
へ
の
昇
位
理
由
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
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御
請
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藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
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テ
ム

②
　
　

従
五
位
上
源
朝
臣
家
康

　
　
　
　

右
可
正
五
位
下

　

中
務
藩
屛
弥
堅
英
雄
甚
猛

　

声
名
遠
幡
智
徳
大
明
宜
申

　

栄
級
用
増
朝
章
可
依
前
件

　

主
者
施
行

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

②
の
「
中
務
少
輔
宣
」
に
お
い
て
は
家
康
は
「
藩
屛
」（
皇
帝
・
皇
室
の
守
護
と
な
る
こ
と
、
皇
帝
・
皇
室
の
守
護
と
な
る
者
、
王
室

の
守
り
と
な
る
諸
侯
）
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
「
英
雄
甚
猛
声
名
遠
幡
」
の
家
康
の
た
め
に
益
々
鞏
固
に
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
武
徳
の
ほ
か
に
「
智
徳
大
明
」
と
い
う
文
徳
を
も
備
え
て
い
る
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
文
武
に
わ
た
る

徳
に
よ
り
昇
位
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

因
み
に
、
こ
の
文
章
が
書
か
れ
た
天
正
二
年
の
前
年
に
は
、
織
田
信
長
は
朝
倉
・
浅
井
両
氏
を
滅
亡
さ
せ
足
利
義
昭
を
追
放
し
京
都

を
中
心
と
し
て
近
畿
・
東
海
地
方
を
ほ
ぼ
管
制
下
に
置
き
、
天
皇
を
い
た
だ
き
な
が
ら
天
下
統
一
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
徳
川

家
康
は
、
そ
の
同
盟
者
と
し
て
織
田
支
配
圏
の
東
端
を
守
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
構
図
は
、
徳
川
家
康
が
天
皇
の
統
治
下
の
「
東
端
」
で
領
国
を
営
み
天
皇
を
守
護
し
て
い
る
と
い
う
読
み
替
え
を
可
能

に
し
て
お
り
、
大
名
を
天
皇
を
守
護
す
る
「
諸
侯
」
で
あ
る
と
す
る
大
名
＝
「
藩
屛
」
論
を
成
立
せ
し
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

勿
論
、
そ
の
語
義
か
ら
云
っ
て
公
儀
権
力
者
自
身
も
「
藩
屛
」
で
は
あ
る
が
、
こ
の
「
藩
屛
」
論
に
お
い
て
は
、
公
儀
権
力
者
の
も
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と
で
大
名
が
全
国
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
幕
藩
制
国
家
に
適
合
的
な
論
理
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
徳
川
家
康
が
公
儀
権
力

者
に
な
る
前
後
は
、
ど
の
よ
う
な
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
家
康
が
、
独
自
の
公
儀
性
を
確
立
し
た
慶

長
八
年
二
月
の
征
夷
大
将
軍
補
任
に
と
も
な
う
「
中
務
卿
宣
」
は
な
い
が
、
家
康
生
前
の
極
位
で
あ
る
従
一
位
を
与
え
ら
れ
た
慶
長
七

年
正
月
六
日
の
「
中
務
卿
宣
」
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

③
　

中
務
柔
遠
能
迩
法
古
行
新
化

　

成
万
邦
潤
色
洪
業
宜
授
褒

　

用
穆
崇
班
可
依
前
件
主
者
施
行

　
　

慶
長
七
年
正
月
六
日

　
　
　

二
品
行
中
務
卿
邦
房
親
王　

宣

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

③
の
「
中
務
卿
宣
」
で
は
、「
遠
き
を
柔
（
や
す
）
ん
じ
」「
迩
（
ち
か
）
き
を
能
く
し
」「
古
を
法
（
の
っ
と
）
り
」「
新
ら
し
き
を

行
ふ
」
と
い
う
よ
う
に
理
想
的
な
統
治
者
と
し
て
描
き
「
万
邦
を
化
成
し
」「
洪
業
を
潤
色
す
」
と
い
う
よ
う
に
全
て
の
国
々
に
文
明
を

も
た
ら
し
「
洪
業
（
大
き
な
事
業
）」
を
内
容
豊
か
な
も
の
に
し
た
と
家
康
を
称
賛
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
讃
辞
は
、
皇
帝
の
徳
に
よ
っ
て
四
囲
の
野
蛮
国
を
徳
化
し
て
い
く
と
い
う
場
合
を
説
明
と
し
て
も
成
り
立
つ
「
化
成
万

邦
」
と
い
っ
た
文
辞
、
帝
王
の
事
業
を
指
す
こ
と
も
あ
る
「
洪
業
」
と
い
う
用
語
な
ど
、
恰
も
「
中
華
」
の
中
心
に
あ
っ
て
文
徳
を
完

備
し
た
「
帝
王
」
に
も
相
応
し
い
存
在
と
し
て
家
康
を
描
い
て
い
る
が
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
こ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
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事
業
が
天
皇
に
よ
る
叙
位
褒
賞
の
理
由
で
あ
る
点
で
あ
り
、
飽
く
ま
で
も
、
こ
の
文
章
が
家
康
の
「
朝
臣
」
と
し
て
の
事
歴
に
対
す
る

中
務
卿
＝
「
律
令
官
僚
」
の
讃
辞
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
家
康
に
関
す
る
「
中
務
卿
宣
」
な
ど
を
見
る
と
、「
雷
霆
武
名
」「
精
誠
無
懈
夙
夜
在
公
」
と
い
う
文
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
武

名
を
轟
か
せ
、
か
つ
「
精
誠
」
で
も
っ
て
「
公
」
に
尽
く
し
て
い
る
武
将
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
、
天
皇
の
守
護
者
で
あ
る
「
藩
屛
」

に
と
い
う
よ
う
に
天
皇
に
近
づ
く
方
向
で
上
昇
し
、
さ
ら
に
は
従
一
位
と
い
う
「
極
位
」
に
達
し
た
段
階
で
は
、
あ
た
か
も
「
帝
王
」

の
も
の
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
内
外
の
治
績
を
あ
げ
た
存
在
と
し
て
極
大
化
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
第
二
代
将
軍
徳
川
秀
忠
の
例
を
見
て
み
よ
う
。

④
　
　

従
三
位
源
秀
忠

　
　
　

右
可
正
二
位

　

中
務
班
朝
治
軍
涖
官
行
法

　

正
八
極
密
定
九
夷
宜
誇
英
雄

　

式
穆
栄

可
依
前
件
主
者
施
行

　
　

慶
長
十
年
四
月
十
六
日

　
　
　
　
　

二
品
行
中
務
卿
邦
房
親
王　
　
　
　
　
　
　

宣

　
　
　
　
　

従
五
位
下
守
中
務
大
輔
臣
小
槻
宿
弥
孝
亮　

奉

　
　
　
　
　

従
四
位
下
行
中
務
少
輔
臣
藤
原
朝
臣
清
種　

行

　
　
　
　
　
（
以
下
略－

引
用
者
、
以
下
同
）
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�

（『
秀
忠
公
御
請
下
書　

全
』、
内
閣
文
庫
蔵
）

⑤
　
　

正
二
位
源
秀
忠

　
　
　

右
可
従
一
位

　

中
務
風
神
瑩
徹
懿
徳
崇
高

　

通
天
然
之
明
開
泰
平
之
運
宜

　

加
栄

以
穆
朝
章
可
依
前

　

件
主
者
施
行

　
　

慶
長
十
九
年
三
月
九
日

　
　
　
　
　

二
品
行
中
務
卿
邦
房
親
王　

宣

　
　
　
　
　

正
五
位
下
守
中
務
大
輔
臣
小
槻
宿
弥
孝
亮　

奉　

行

　
　
　
　
　

中
務
少
輔　

闕

　
　
　
　
（
以
下
略
）

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

⑥
　

天
皇
我
詔
旨
度
故
太
相
国
源
朝
臣
尓
詔
倍
止

　

勅
命
乎
聞
食
止
宜
久
保
大
樹
之
威
名
益
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協
重
華
之
佳
躅
布
朝
廷
之
藩
屏
日
域
之

　

英
雄
多
利
唴
呼
天
運
相
窮
氐
性
命
早
逝
奴

　

仍
尊
外
祖
氐
訪
追
孝
比
今
授
極
位
氐
加

　

章
布
古
止
歴
代
之
恒
規
先
王
之
明
訓
奈
利
故

　

是
以
正
一
位
乃
冠
乎
贈
賜
比
崇
給
布
位
記
尓

　

相
副
倍
勅
命
乎
遠
久
聞
食
止
宣

　
　

寛
永
九
年
二
月
十
日

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

④
は
、
慶
長
十
年
四
月
十
六
日
に
徳
川
秀
忠
が
従
三
位
か
ら
正
二
位
に
昇
っ
た
と
き
の
「
中
務
卿
宣
」
で
あ
る
が
、
こ
の
日
、
秀
忠

は
、
権
大
納
言
か
ら
内
大
臣
に
昇
任
す
る
と
と
も
に
右
馬
寮
御
監
・
征
夷
大
将
軍
、
源
氏
長
者
・
淳
和
奨
学
院
別
当
に
任
じ
ら
れ
て
お

り
（
右
近
衛
大
将
は
旧
の
如
し
）、
そ
れ
に
と
も
な
う
も
の
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
は
、
秀
忠
は
、
朝
廷
に
列
し
軍
を
治
め
官
（
朝
政
）
に
「
涖
」（
臨
）
ん
で
は
「
法
を
行
い
正
を
匡
し
」「
八
極
（
全

世
界
）」
を
「
密
」
に
し
て
「
九
夷
」
を
「
定
」
め
た
「
英
雄
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。　

⑤
は
、
徳
川
秀
忠
が
正
二
位
か
ら
従
一
位
に
昇
位
し
た
と
き
の
「
中
務
卿
宣
」
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
、
秀
忠
は
内
大
臣
か
ら
右
大

臣
に
昇
任
し
て
い
る
。
こ
の
「
宣
」
の
な
か
で
は
、
秀
忠
の
「
風
神
（
気
品
の
あ
る
お
も
む
き
）」
は
「
瑩
徹
（
明
ら
か
で
す
き
と
お
っ

て
い
る
）」
し
て
お
り
、
そ
の
「
懿
徳
（
立
派
な
徳
）」
は
「
崇
高
」
で
あ
る
。
ま
た
、
秀
忠
は
万
物
を
生
み
出
し
運
行
す
る
天
の
明
に

も
通
じ
て
お
り
「
泰
平
之
運
」
を
「
開
」
い
た
と
し
て
る
。
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⑥
は
、
寛
永
九
年
二
月
十
日
に
、
そ
の
前
月
に
死
去
し
た
徳
川
秀
忠
に
正
一
位
を
贈
位
し
た
際
の
明
正
天
皇
の
宣
命
で
あ
る
。
こ
の

な
か
で
、
徳
川
秀
忠
は
「
故
太
相
国
源
朝
臣
（
徳
川
秀
忠
は
寛
永
三
年
に
太
政
大
臣
に
昇
任
）」
と
し
て
「
大
相
国
（
太
政
大
臣
）」
の

地
位
に
あ
っ
た
「
朝
臣
」（
天
皇
の
臣
下
）
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
秀
忠
は
「
朝
廷
之
藩
屛
」
で
あ

り
「
日
域
（
日
本
、
こ
こ
で
は
天
皇
の
徳
が
及
ぶ
全
域
）」
の
「
英
雄
」
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
武
兼
備

で
征
夷
大
将
軍
と
し
て
も
施
政
の
う
え
で
も
優
れ
た
功
績
を
あ
げ
朝
廷
の
「
藩
屛
」
で
も
あ
る
徳
川
秀
忠
を
嘉
し
て
天
皇
は
そ
の
霊
に

対
し
正
一
位
を
追
贈
す
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

④
か
ら
⑥
ま
で
は
、
徳
川
家
が
公
儀
権
力
を
既
に
掌
握
し
た
後
の
「
宣
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
分
析
に
よ
り
、
④
か
ら
⑥
ま
で
と
、

徳
川
家
が
公
儀
を
掌
握
す
る
以
前
の
①
②
と
を
比
較
す
る
と
次
の
こ
と
が
い
え
よ
う
。

ま
ず
、
⑤
の
「
風
神
瑩
徹
懿
徳
崇
高
」
に
あ
る
よ
う
に
文
武
の
徳
を
兼
備
し
て
い
る
点
、
③
の
「
朝
廷
之
藩
屛
」
で
あ
る
と
し
て
い

る
点
、
徳
川
家
が
公
儀
を
掌
握
す
る
以
前
の
「
中
務
卿
宣
」
と
同
じ
要
素
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
新
た
な
要
素
も
見

出
す
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
④
の
「
班
朝
治
軍
涖
官
行
法

 
正
八
極
密
定
九
夷
宜
誇
英
雄
」
は
、
朝
政
に
預
か
る
な
か
で
軍
事
を
円
滑
に
統
括
し
行

政
に
お
い
て
は
法
を
執
行
し
て
正
義
を
実
現
し
全
世
界
を
「
密
」
に
し
て
（
統
一
し
て
）「
九
夷
」
を
平
定
支
配
し
た
存
在
で
あ
る
と
し

て
い
る
。
⑤
に
お
い
て
は
「
風
神
瑩
徹
懿
徳
崇
高
」
と
称
賛
し
て
い
る
上
に
「
通
天
然
之
明
開
泰
平
之
運
」
と
い
う
よ
う
に
「
天
の
明
」

を
も
っ
て
「
泰
平
」
を
も
た
ら
し
た
と
評
価
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
⑥
に
お
い
て
は
「
久
し
く
大
樹
（
征
夷
大
将
軍
）
と
し
て
の
威
名

を
久
し
く
保
ち
」「
重
華
（
舜
が
尭
の
徳
を
継
受
し
た
よ
う
に
代
々
文
徳
を
受
け
継
い
で
輝
か
す
こ
と
）
の
佳
躅
（
美
し
い
ツ
ツ
ジ
、
美

し
い
華
）
に
協
い
」
と
あ
る
よ
う
に
文
武
兼
備
の
偉
大
な
存
在
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
徳
川
秀
忠
は
「
天
の
明
」
持
ち
統
治
者
と
し
て
文
武
の
徳
を
兼
備
し
天
下
に
泰
平
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
世
界
の
「
夷
」

を
平
定
し
て
日
本
を
頂
点
と
す
る
「
世
界
秩
序
」
を
確
立
し
た
存
在
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
か
か
る
讃
歎
は
、
天
命
を
受
け
た



─ 13 ─

『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

「
王
」
に
対
す
る
も
の
と
い
っ
て
も
違
和
感
を
も
た
な
い
も
の
で
あ
り
徳
川
家
康
が
征
夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
る
前
年
、
従
一
位
に
叙
せ

ら
れ
た
際
の
③
の
「
中
務
卿
宣
」
の
内
容
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
の
分
析
に
お
い
て
は
叙
位
の
際
の
「
中
務
卿
宣
」
や
「
宣
命
」
を
用
い
て
き
た
が
、
大
臣
や
征
夷
大
将
軍
な
ど

個
別
の
官
職
に
朝
廷
は
如
何
な
る
意
義
を
付
与
し
、
幕
府
は
そ
れ
を
受
容
・
肯
定
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
官
職
補
任
の
際
に
は

「
中
務
卿
宣
」
な
ど
は
作
成
さ
れ
な
い
の
で
官
職
を
追
贈
し
た
際
の
「
宣
命
」
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

⑦
　

天
皇
我
詔
旨
良
万
止
故
正
三
位
贈
権
中
納
言

　

源
綱
重
朝
臣
尓
詔
倍
止
勅
命
乎
聞
食
止
宣

　

雄
文
道
斯
尓
貫
幾
英
武
義
與
尓
従
布

　

寛
裕
服
人
心
志
聡
明
洞
物
理
尓
須

　

然
止
毛
音
容
空
去
衛
令
聞
特
顕
礼

　

居
諸
已
往
天
歎
惜
太
深
志
故
是
以

　

征
夷
大
将
軍
乎
加
倍
贈
布

　

天
皇
我
勅
命
乎
遠
聞
食
止
宣

　

宝
永
七
年
八
月
廿
三
日

�
（『
当
代
将
軍
家
三
家
三
卿
贈
官
位
方
』、
内
閣
文
庫
蔵
）
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⑧
　

天
皇
我
詔
旨
良
万
止
贈
征
夷
大
将
軍
正
三
位

　

権
中
納
言
源
綱
重
朝
臣
尓
詔
倍
止
勅
命
乎
聞
食
止
宣

　

仁
智
兼
備
倍
文
武
両
全
志
允
惟

　

将
家
之
衛
器
尓
志
弖
邦
国
之
所
望
奈
利

　

令
名
永
不
朽
志
天
遺
烈
耀
後
昆
須
故
是
以

　

重
氐
太
政
大
臣
正
一
位
尓
上
給
比
治
賜
布

　

天
皇
我
勅
命
乎
遠
聞
食
止
宣

　

宝
永
七
年
八
月
廿
七
日

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

⑨
　
　

故
正
三
位
源
綱
重

　
　
　

右
可
贈
正
一
位

　

中
務
以
勇
為
心
以
義
為
路

　

慈
仁
度
蓋
八
紘
勇
武
名
伝
万
世

　

宜
授
贈
爵
穆
寵
章
可
依
前
件

　

主
者
施
行
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宝
永
七
年
八
月
廿
七
日

　
　
　
　

二
品
行
中
務
卿

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

⑦
は
、
宝
永
七
年
八
月
に
第
六
代
将
軍
徳
川
家
宣
の
実
父
甲
府
藩
主
徳
川
綱
重
に
対
し
征
夷
大
将
軍
の
官
を
追
贈
し
た
際
の
宣
命
で

あ
る
。
こ
の
な
か
で
綱
重
は
文
徳
・
武
徳
兼
備
の
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
文
徳
を
「
雄
文
」
と
表
現
す
る
な
ど
「
武
官
」
の

補
任
で
あ
る
こ
と
に
一
定
の
配
慮
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
ほ
か
に
、
そ
の
「
英
武
」
を
「
義
」
に
か
な
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し

て
い
る
こ
と
、
人
徳
に
よ
り
人
々
を
心
服
さ
せ
て
い
る
こ
と
、
聡
明
で
洞
察
力
に
優
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
基
本
的
に
は
儒
教
上
の
理

想
的
な
人
物
像
を
提
示
し
た
も
の
で
、
そ
の
な
か
で
「
武
」
を
一
定
度
、
強
調
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
表
示
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ゆ

え
に
、
本
来
、
武
官
で
あ
る
征
夷
大
将
軍
の
「
武
」
の
要
素
は
弱
め
ら
れ
て
示
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
は
、「
仁
智
兼
備
倍
文
武
両
全
志
」
と
あ
る
よ
う
に
人
間
性
・
知
性
・
文
徳
・
武
徳
の
全
て
を
備
え
「
将
家
之
衛
器
尓
志
弖
邦
国
之
所

望
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
優
れ
た
人
物
像
は
太
政
大
臣
に
相
応
し
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
文
官
た
る
太
政
大
臣
「
補

任
」
に
際
し
て
武
官
の
徳
目
で
あ
る
武
徳
に
も
言
及
し
て
い
る
点
は
、
こ
の
宣
命
が
太
政
大
臣
本
来
の
性
格
に
拘
泥
し
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

こ
れ
ら
の
分
析
か
ら
、
征
夷
大
将
軍
（
武
官
）・
太
政
大
臣
（
文
官
）
と
い
う
異
な
る
職
掌
の
補
任
に
お
い
て
も
文
武
兼
備
で
知
性
・

人
徳
に
優
れ
て
い
る
と
い
う
共
通
の
人
物
像
が
提
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
人
物
像
は
、
天
命
を
受
け
た
「
王
」
に
対
す
る
も
の
と
い
っ
て
も
違
和
感
を
も
た
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
徳
川
家
康
や
徳

川
秀
忠
へ
の
讃
歎
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

事
実
、
徳
川
綱
重
に
対
し
太
政
大
臣
追
贈
の
際
に
同
時
に
贈
ら
れ
た
正
一
位
に
関
す
る
「
中
務
卿
宣
」（
⑨
）
に
お
い
て
「
雄
を
以
て
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心
と
為
し
義
を
以
て
路
と
為
し
仁
慈
は
八
紘
（
国
の
八
方
の
果
て
、
万
国
）
を
度
蓋
し
（
覆
い
尽
く
し
）
勇
武
の
名
は
万
世
に
伝
わ
る
」

と
い
う
文
章
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
綱
重
へ
の
官
位
追
贈
に
お
い
て
も
「
王
」
に
対
す
る
も
の
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
「
讃

歎
」
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

勿
論
、
常
に
武
家
の
官
位
叙
任
に
お
け
る
「
讃
歎
」
に
お
い
て
官
職
の
内
容
か
ら
は
み
出
し
て
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
、
田
安
家
二
代
徳
川
治
察
に
対
す
る
参
議
の
官
の
追
贈
に
関
す
る
宣
命
に
お
い
て
は
、「
従
三
位
行
大
蔵
卿
兼
左
近
衛
権
中
将

源
朝
臣
治
察
」
の
功
績
と
し
て
「
居
親
衛
任
氐
勇
武
素
関
西
尓
彰
礼
垂
威
隆
重
氐
忠
誠
已
朝
右
尓
達
須
」
こ
と
を
挙
げ
て
お
り
、
こ
の
功

績
と
左
近
衛
権
中
将
と
い
う
同
人
の
官
職
の
内
容
と
が
符
合
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
御
三
卿
に
お
い
て
律
令
官
職
が
機
能
し
て
い
る
と
い
う
論
理
に
も
と
づ
い
て
追
贈
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
か
か
る

功
績
が
実
態
で
は
な
く
天
皇
を
「
王
権
」
と
す
る
枠
組
み
か
ら
導
か
れ
る
「
虚
構
」
で
あ
る
が
、
こ
の
「
虚
構
」
に
よ
っ
て
官
位
の
追

贈
と
い
う
天
皇
と
徳
川
治
察
と
の
間
の
君
臣
関
係
の
「
実
態
」
が
拡
大
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
公
儀
権
力
者
の
場
合
、
天
命
を
受
け
た
「
王
」
に
対
す
る
も
の
と
い
っ
て
も
違
和
感
を
持
た
な
い
よ
う
な
「
讃
歎
」
が
謳
わ

れ
た
り
征
夷
大
将
軍
（
武
官
）・
太
政
大
臣
（
文
官
）
と
い
う
異
な
る
職
掌
の
補
任
に
お
い
て
も
文
武
兼
備
で
知
性
・
人
徳
に
優
れ
て
い

る
と
い
う
共
通
の
人
物
像
が
提
示
さ
れ
て
い
た
の
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
た
め
に
は
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
の
在
り
方
に
戻
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

幕
藩
制
国
家
の
王
権
は
二
つ
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
成
っ
て
い
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
説
明
す
る
と
次
の
と
お
り
に
な
ろ

う
。天

皇
が
公
儀
権
力
者
に
官
位
を
与
え
る
と
い
う
国
家
手
続
き
は
、
天
皇
を
「
王
」
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
（「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
）
の

一
部
で
あ
る
が
、「
朝
臣
」
と
し
て
官
位
を
叙
任
さ
れ
る
公
儀
権
力
者
は
、
も
う
一
つ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
（「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
）
で
は

「
封
建
王
」
と
し
て
封
建
的
土
地
所
有
を
統
一
的
に
編
成
し
全
国
統
治
権
や
軍
事
統
帥
権
・
軍
役
徴
収
権
を
掌
握
し
て
い
る
存
在
で
あ
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こ
の
よ
う
な
実
態
を
反
映
し
て
天
皇
を
「
王
」
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
太
政
官
の
長
官
（
大
臣
）
に
任
じ
る
こ
と
に

よ
り
統
治
権
を
、
征
夷
大
将
軍
（
外
征
軍
の
司
令
長
官
）
と
右
近
衛
大
将
（
天
皇
の
親
衛
軍
の
司
令
官
）
に
任
じ
る
こ
と
に
よ
り
軍
事

統
帥
権
・
軍
役
徴
収
権
を
天
皇
が
「
朝
臣
」
と
し
て
の
公
儀
権
力
者
に
授
権
す
る
と
い
う
象
徴
性
を
持
た
せ
る
構
図
を
と
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
「
律
令
国
家
の
王
権
」
と
し
て
の
天
皇
が
同
国
家
の
「
官
僚
機
構
」
の
な
か
に
公
儀
権
力
者
を
取
り
込
む
と
い
う
構
図
が
成

立
し
て
い
る
が
、
大
臣
や
征
夷
大
将
軍
・
右
近
衛
大
将
と
い
っ
た
官
職
の
職
掌
だ
け
で
は
「
封
建
王
」
の
統
治
の
統
合
性
や
幅
広
さ
を

覆
い
尽
く
せ
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
、
公
儀
権
力
者
へ
の
「
讃
歎
」
は
、
天
命
を
受
け
た
「
王
」
の
治
績
と
し
て
も
相

応
し
い
と
い
っ
て
も
よ
い
よ
う
な
内
容
に
拡
大
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
っ
て
考
え
て
み
る
に
、
か
か
る
「
讃
歎
」
の
内
容
は
、
軍
事
的
政
治
的
最
強
性
を
確
立
し
公
儀
権
力
者
化
し
統
一
的
な
封
建
的
土

地
所
有
を
編
成
し
た
「
封
建
王
」
の
正
当
性
を
主
張
す
る
儒
教
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
あ
る
と
し
て
も
違
和
感
を
も
た
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

公
儀
権
力
者
を
「
頂
点
」（「
王
」）
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
（「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
）
に
相
応
し
い
も
の
で
あ
る
。
勿
論
、
職
員
令
で
は

律
令
官
僚
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
太
政
大
臣
の
要
件
と
し
て
、
天
皇
の
道
徳
上
の
師
で
あ
り
全
て
の
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
人
物
で
あ
り

政
道
を
正
し
、
し
か
も
陰
陽
に
通
じ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
規
定
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
儒
教
的
規
定
は
、
上
述
し
た
公
儀
権
力
者

へ
の
「
讃
歎
」
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
が
、
天
皇
の
道
徳
上
の
師
で
あ
る
と
い
う
規
定
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
規
定
が
飽
く
ま
で

臣
僚
に
対
す
る
も
の
に
止
ま
っ
て
い
る
点
、
上
述
し
た
「
讃
歎
」
と
は
性
格
を
異
に
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
か
か
る
「
讃
歎
」
を
天
皇

に
よ
る
官
位
叙
任
の
理
由
と
す
る
こ
と
は
、
天
皇
を
「
頂
点
」（「
王
」）
と
し
権
威
の
分
野
に
傾
斜
し
た
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
に
、
権
力

の
分
野
に
傾
斜
し
た
王
権
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
「
封
建
王
」
の
論
理
を
組
み
入
れ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

た
だ
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
天
皇
が
「
封
建
王
」
に
ふ
さ
わ
し
い
治
績
を
嘉
し
て
公
儀
権
力
者
に
官
位
を
授
け
た
と

い
っ
て
も
、
そ
れ
が
、
王
権
神
授
説
の
よ
う
に
王
の
正
統
性
を
「
神
聖
」
な
る
も
の
が
保
証
す
る
と
い
っ
た
図
式
で
も
な
く
、
ま
た
、

中
国
の
皇
帝
が
冊
封
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
属
国
の
国
王
を
臣
下
と
し
そ
の
統
治
を
正
当
化
す
る
と
い
っ
た
図
式
で
も
な
か
っ
た
点
で
あ
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何
故
な
ら
ば
、
天
皇
は
、
神
聖
王
権
と
し
て
で
は
な
く
世
俗
王
権
と
し
て
、
そ
の
世
俗
的
官
僚
機
構
（
神
祇
官
で
は
な
く
太
政
官

や
軍
）
の
官
職
に
朝
臣
た
る
公
儀
権
力
者
を
任
じ
位
を
授
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
公
儀
権
力
者
は
、
飽
く
ま
で
も
大
臣

や
将
軍
・
大
将
の
地
位
を
授
け
ら
れ
た
朝
臣
で
あ
り
天
皇
の
臣
下
、
天
皇
の
官
僚
と
い
う
位
置
付
け
の
み
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
り
公

儀
権
力
者
を
王
と
す
る
ス
ト
ー
リ
ィ
を
見
出
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
の
図
式
で
は
「
王
」
は
飽
く
ま
で
も
天
皇
で
あ
り
、
公
儀
権
力
者
は
、
そ
の
「
功
績
」
に
応
じ
て

官
位
を
授
与
さ
れ
る
「
臣
僚
」
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
、
律
令
制
の
官
僚
制
原
理
が
、
国
家
機
構
と
し
て
の

実
態
性
・
政
治
性
を
喪
失
し
な
が
ら
も
、
そ
の
官
位
制
の
部
分
に
お
い
て
は
、
時
の
権
力
者
を
天
皇
の
臣
下
（「
朝
臣
」）・「
臣
僚
」
と

し
て
国
家
的
に
定
置
す
る
こ
と
に
よ
り
正
当
化
す
る
と
い
う
象
徴
的
な
身
分
制
原
理
と
し
て
実
態
性
を
持
ち
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
と
し

て
機
能
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
、
中
世
の
権
門
体
制
の
上
部
構
造
に
お
け
る
身
分
制
原
理
・
国
家
統
合
原
理
は
近
世

国
家
に
お
い
て
も
残
存
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
豊
臣
権
力
が
紆
余
曲
折
の
後
に
「
豊
臣
」
と
い
う
新
た
な
賜
姓
を

天
皇
よ
り
獲
得
し
徳
川
権
力
の
新
当
主
が
天
皇
よ
り
「
源
氏
長
者
」
の
地
位
を
授
与
さ
れ
る
の
を
家
例
と
し
て
い
た
こ
と
な
ど
、
こ
の

「
王
権
」
シ
ス
テ
ム
が
臣
下
に
お
い
て
も
族
制
的
な
原
理
（
公
家
で
は
門
流
）
を
温
存
し
て
い
た
こ
と
で
も
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

こ
こ
で
一
つ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
中
世
権
門
体
制
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
あ
る
と
し
た
な
ら
ば
、

徳
川
宗
家
が
「
権
門
」
と
し
て
認
知
さ
れ
成
立
し
た
の
は
い
つ
の
段
階
で
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
因
み
に
公
儀
権
力
者
を

「
王
」
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
公
儀
権
力
者
が
「
王
」
と
し
て
確
立
す
る
の
は
遅
く
と
も
豊
臣
権
力
が
消
滅
し
た
大
坂
夏

の
陣
終
了
時
で
あ
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
天
皇
を
「
王
」
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
代
表
的

な
「
権
門
」
で
あ
る
摂
関
家
と
同
等
の
位
置
付
け
を
得
る
に
は
一
定
の
「
家
例
」
の
積
み
重
ね
を
必
要
と
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。 

次
節
で
は
こ
の
問
題
に
関
し
て
考
え
て
い
こ
う
。
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四
、
徳
川
将
軍
家
の
「
権
門
」
化

ま
ず
、
こ
の
節
を
始
め
る
に
際
し
て
、
権
門
に
つ
い
て
触
れ
な
い
と
い
け
な
い
で
あ
ろ
う
。

勿
論
、
権
門
と
い
っ
て
も
中
世
の
ま
ま
の
権
門
で
は
な
い
。
太
閤
検
地
な
ど
を
通
じ
て
封
建
王
た
る
公
儀
権
力
者
に
よ
っ
て
最
終
的

に
経
済
的
基
礎
を
奪
わ
れ
同
権
力
者
の
統
一
的
な
封
建
的
土
地
所
有
編
成
の
も
と
に
置
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
類
型
と
し
て
の
中
世
の
権

門
は
消
滅
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
世
日
本
の
国
家
形
態
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
れ
、
豊
臣
権
力
に
よ
る
全
国
統
一
に
よ
り
近
世
日
本
は

国
家
的
統
一
性
を
確
立
し
、
そ
の
上
部
構
造
に
お
い
て
は
、
公
儀
権
力
者
の
「
法
度
」
の
支
配
の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
天

皇
に
よ
る
身
分
序
列
（
官
位
制
）
の
も
と
に
有
力
な
公
家
・
武
家
・
寺
社
が
編
成
さ
れ
国
家
権
能
を
分
有
し
て
い
る
と
い
う
中
世
の
権

門
体
制
に
お
け
る
上
部
構
造
の
基
本
的
枠
組
み
が
残
存
し
て
い
た
の
も
否
定
し
が
た
い
事
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
朝
廷
や
寺
社
だ
け
で

は
な
く
「
封
建
王
」
と
し
て
全
国
統
治
権
を
掌
握
し
て
い
た
武
家
に
お
い
て
で
さ
え
も
豊
臣
権
力
が
関
白
と
い
う
朝
政
を
壟
断
し
得
る

官
職
に
つ
き
豊
臣
と
い
う
新
た
な
賜
姓
を
天
皇
よ
り
受
け
て
い
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
徳
川
権
力
が
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
の
官
を
得
て
幕

府
を
開
く
と
と
と
も
に
源
氏
長
者
の
宣
下
を
受
け
て
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
中
世
の
権
門
と
は
類
型
が
異
な
っ
て
い
る
近
世
の
権
門
を
区
別
し
て
「
権
門
」
と
い
う
よ
う
に
記
す
こ
と
と
す
る
が
、

こ
の
枠
組
み
で
は
天
皇
は
官
位
を
与
え
る
「
君
」
で
あ
り
公
儀
権
力
者
は
官
位
を
与
え
ら
れ
る
「
臣
」 ＝ 「
朝
臣
」
で
あ
る
と
す
る
君
臣

関
係
が
成
立
し
て
い
る
。
事
実
、
将
軍
宣
下
儀
礼
に
お
い
て
公
儀
権
力
者
が
天
皇
に
対
し
て
臣
礼
を
と
っ
て
い
る
し
、
徳
川
宗
家
の
元

服
儀
礼
に
お
い
て
天
皇
は
同
家
の
公
子
に
元
服
を
命
じ
公
儀
権
力
者
は
天
皇
に
対
し
て
御
礼
言
上
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、

後
述
す
る
よ
う
に
徳
川
治
済
に
太
政
大
臣
を
追
贈
し
た
際
の
仁
孝
天
皇
が
発
し
た
宣
命
に
お
い
て
も
天
皇
と
公
儀
権
力
者
と
の
間
の
君

臣
関
係
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
具
体
的
に
三
代
将
軍
徳
川
家
光
と
四
代
将
軍
徳
川
家
宣
と
の
叙
任
関
係
の
「
中
務
卿
宣
」「
中
務
大
輔
宣
」
を
検
討
す
る
こ
と
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と
す
る
。
ま
ず
、
家
光
関
係
の
「
中
務
卿
宣
」「
中
務
大
輔
宣
」
で
あ
る
。

⑩
　
　
　

源
朝
臣
家
光

　
　
　

右
従
三
位

　
　

中
務
聖
知
賢
明
文
経
武
緯
徳
超
前

　
　

代
威
領
百
蛮
宜
加
階
級
弐
増
寵

　
　

可
依
前
件
主
者
施
行

　
　
　

元
和
六
年
正
月
五
日

　
　
　
　

中
務
卿　

闕

　
　
　
　

従
四
位
上
行
中
務
大
輔
小
槻
宿
称
孝
亮　

宣

　
　
　
　

従
四
位
下　

中
務
大
輔
阿
倍
朝
臣
泰
重　

奉　

行

�

（『
家
光
公
御
請
下
書
』
一
）

⑪
　

正
三
位
源
家
光

　
　

右
可
正
二
位

　

中
務
三
代
襲
相
府
位
万
方
熙
仁
風 

　

淳
弯
貊

和
寬
猛
兼
済
宜
加
栄

　

級
用
誇
英
雄
可
依
前
件
主
者
施
行
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元
和
九
年
七
月
廿
七
日

　
　
　
　

中
務
卿　

闕

　
　
　
　

従
四
位
上
行
中
務
大
輔
臣
小
槻
宿
弥
孝
亮　

宣

　
　
　
　

正
五
位
下
行
中
務
少
輔
臣
安
倍
朝
臣
泰
重　

奉　

行

　
　
　

 

（
以
下
略
）

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

⑫
　

正
二
位
源
家
光

　
　

右
可
従
一
位

　

中
務
調
陰
陽
而
遷
三
台
尊
官
安
国

　

家
而
配
上
古
賢
哲
仁
風
遠
及
異
域
徳

　

輝
高
斉
大
明
宜
加
栄

用
誇
英
雄

　

可
依
前
件
主
者
施
行

　

寛
永
三
年
八
月
十
八
日

　
　
　
　

中
務
卿　

闕

　
　
　
　

従
四
位
上
行
中
務
大
輔
臣
小
槻
宿
弥
孝
亮　

宣　

奉　

行

　
　
　
　

中
務
少
輔　

闕

　
　
　

 

（
以
下
略
）
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�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

ま
ず
、
⑩
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
史
料
は
、
冒
頭
で
紹
介
し
た
徳
川
将
軍
家
世
嗣
で
あ
っ
た
徳
川
家
光
が
元
和
六
年
、
従
三
位

に
叙
せ
ら
れ
た
際
の
文
書
に
お
け
る
「
中
務
大
輔
宣
」
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
「
源
朝
臣
家
光
」（
徳
川
家
光
）
を
昇
位
さ
せ
る
理
由
と
し
て
「
右
従
三
位　

中
務
聖
知
賢
明
文
経
武
緯
徳
超
前
代
威
領

百
蛮
宜
加
階
級
弐
増
寵　

可
依
前
件
主
者
施
行
」（
傍
線
部
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
は
、「
賢
明
に
し
て

文
を
経
と
し
武
を
緯
と
す
」
と
い
う
当
人
（
家
光
）
の
文
武
兼
備
の
「
優
れ
た
資
質
」
の
上
に
「
徳
は
前
代
を
超
え
百
蛮
を
威
領
す
」

と
い
う
「
功
績
」
を
挙
げ
た
こ
と
を
天
皇
が
「
聖
知
」
し
た
た
め
「
階
級
弐
」
を
「
加
」
え
（
従
三
位
に
叙
し
）
天
皇
の
家
光
へ
の

「
寵
」
を
「
増
」
す
と
い
う
論
理
で
あ
る
。

こ
の
論
理
は
、
文
武
の
徳
に
優
れ
「
外
夷
」
に
対
し
て
武
威
を
発
揮
し
た
こ
と
に
対
し
て
天
皇
が
徳
川
家
光
に
位
を
授
け
る
と
い
う

も
の
で
、
武
威
を
功
績
の
一
環
と
し
て
い
る
点
、
文
徳
を
基
本
と
す
る
儒
教
の
徳
治
論
に
、「
征
夷
大
将
軍
」
の
呼
称
に
象
徴
さ
れ
る
律

令
制
が
持
つ
「
武
威
」「
武
徳
」
を
も
加
え
て
武
家
に
相
応
し
い
昇
位
理
由
と
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
徳
治
論
・
武
威
論
と

い
う
律
令
制
の
基
本
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
主
要
部
分
の
一
つ
を
武
家
の
時
代
に
相
応
し
い
論
理
と
し
て
武
家
に
対
す
る
叙
位
正
当
性
の
根

拠
と
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

次
に
⑪
は
、
徳
川
家
光
が
征
夷
大
将
軍
・
内
大
臣
・
源
氏
長
者
な
ど
に
任
じ
ら
れ
た
際
に
昇
位
し
た
時
の
「
中
務
大
輔
宣
」
で
あ
る
。

こ
の
な
か
で
「
三
代
襲
相
府
位
万
方
熙
仁
風
淳
弯
貊

和
寬
猛
兼
済
」
と
述
べ
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
徳
川
将
軍
家
三
代
に
わ
た
っ

て
「
相
府
位
」（
大
臣
の
職
）
に
つ
き
、
そ
の
結
果
、「
万
方
」
に
「
仁
風
」
を
「
熙
」
め
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、「
弯
貊
」
を

「
淳
」
に
し
「
寬
猛
」
を
「

和
」
し
て
「
兼
済
」
し
た
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
⑫
は
寛
永
三
年
八
月
十
八
日
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
日
、
徳
川
家
光
は
内
大
臣
か
ら
左
大
臣
に
昇
任
す
る
と
と
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も
に
正
二
位
か
ら
従
一
位
に
昇
っ
て
い
る
。
⑫
の
な
か
で
、
家
光
は
「
陰
陽
を
調
え
て
」
泰
平
の
世
を
保
ち
内
大
臣
か
ら
「
三
台
（
太

政
大
臣
・
左
大
臣
・
右
大
臣
を
指
す
）」
に
「
遷
」
り
「
官
を
尊
」
び
「
国
家
を
安
」
ん
じ
る
こ
と
は
「
上
古
の
賢
哲
」
に
「
配
（
匹

敵
）」
し
、
そ
の
「
仁
風
は
遠
く
異
域
に
及
び
」
そ
の
「
徳
の
輝
く
高
さ
」
は
「
大
明
（
日
月
）」
に
「
斉
」
し
い
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
家
光
に
関
す
る
「
中
務
大
輔
宣
」
に
お
い
て
留
意
す
べ
き
は
、
⑪
と
⑩
・
⑫
と
で
は
叙
位
理
由
の
基
調
が
異
な
っ
て
い
る

点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
⑪
に
お
け
る
家
光
の
昇
位
の
理
由
は
、
徳
川
将
軍
家
三
代
に
わ
た
っ
て
「
相
府
位
」（
大
臣
の
職
）
に
つ
き

「
万
方
」
に
「
仁
風
」
を
「
熙
」
め
た
と
さ
れ
て
い
徳
川
将
軍
家－

 「
家
」 －

の
功
績
に
対
す
る
昇
位
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
⑩
・
⑫
に

お
け
る
理
由
は
、
家
光
個
人
の
資
質
の
高
さ
と
功
績
に
対
し
て
従
一
位
を
与
え
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

か
か
る
「
家
」
の
功
績
と
個
人
の
功
績
を
昇
位
の
理
由
す
る
際
、
使
い
分
け
の
基
準
が
あ
る
か
は
不
分
明
で
あ
る
が
、
前
者
が
徳
川

将
軍
家
に
お
け
る
家
督
相
続
に
と
も
な
い
行
わ
れ
た
新
た
な
当
主
へ
の
正
二
位
・
内
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
・
源
氏
長
者
の
叙
任
で
あ
る

た
め
に
国
政
を
担
っ
て
き
た
代
々
の
功
績
＝ 「
家
」
の
功
績
を
基
準
に
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
後
者
の
う
ち
、
⑫
は
家
職
継
承
後
、
一
定
の
時
間
が
経
過
し
て
い
る
た
め
に
個
人
の
功
績
が
昇
進
の
基
準
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

翻
っ
て
考
え
て
見
る
に
、
秀
忠
が
内
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
・
源
氏
長
者
に
任
じ
ら
れ
た
際
に
作
成
さ
れ
た
「
中
務
卿
宣
」（
④
）
は
昇

位
の
理
由
を
秀
忠
の
個
人
的
徳
や
功
績
に
求
め
て
お
り
、
⑪
に
あ
る
よ
う
な
家
光
の
昇
位
事
由
と
対
照
を
な
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

⑪
の
昇
位
事
由
が
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
徳
川
将
軍
家
三
代
に
わ
た
っ
て
大
臣
の
職
に
つ
き
文
武
の
徳
を
顕
し
た
と
い
う
よ
う
な

「
家
」
の
功
績
に
帰
す
る
論
理
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

因
み
に
、
①
の
秀
忠
の
段
階
で
は
、
徳
川
宗
家
の
長
に
対
す
る
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
・
源
氏
長
者
な
ど
の
叙
任
前
例
は
家
康
一
代
の

み
で
あ
り
、
し
か
も
豊
臣
家
が
「
健
在
」
で
あ
っ
た
た
め
に
、
ま
だ
「
家
例
」
を
理
由
と
す
る
余
地
は
な
く
昇
位
の
正
当
性
を
個
人
的

な
徳
目
・
功
績
に
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
二
代
に
亘
っ
て
叙
任
を
受
け
た
大
臣
・
征
夷
大
将
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軍
・
長
者
な
ど
の
叙
任
は
三
代
目
家
光
以
降
、
徳
川
宗
家
の
「
家
例
」
と
し
て
認
知
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
徳
川
将
軍
家
が
、
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
徳
川
宗
家
三
代
に
わ
た
っ
て
大
臣
の
職
に
つ
き
文
武
の
徳
を
顕
し
た
と
い

う
「
家
」
の
功
績
を
昇
位
の
理
由
に
し
得
る
家
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
家
光
の
場
合
に
続
い
て
第
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
に
お
い
て
も
⑬
・
⑭
に
あ
る
よ
う
に
徳
川
将
軍
家
累
代
の
功
績
を
昇
位
の

理
由
と
し
て
い
る
事
例
を
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑬　

源
朝
臣
家
綱

　
　
　

右
可
従
三
位

　

中
務
温
柔
全
性
道
徳
在
躬
海

　

内
順
治
遐
邇
悦
予
宜
賜
栄
級
式

　

申
朝
章
可
依
前
件
主
者
施
行

　
　

正
保
二
年
四
月
廿
三
日

　
　
　

無
品
中
務
卿
智
忠
親
王

　
　
　

従
五
位
下
中
務
大
輔
源
朝
臣
道
康　

宣　

奉　

行

　
　
　

中
務
少
輔　

闕

　
　
　

 

（
以
下
略
）

�

（『
家
綱
公
御
請
下
書
』、
内
閣
文
庫
蔵
）

⑭　

従
正
三
位
源
家
綱
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右
可
正
二
位

　

中
務
鎮
撫
万
邦
兼
併
三
代
克
承
至

　

治
之
澤
永
保
無
彊
之
休
宜
誇
英
雄

　

用
穆
栄

可
依
前
件
主
者
施
行

　
　

正
保
二
年
四
月
廿
三
日

　
　
　

無
品
中
務
卿
智
忠
親
王

　
　
　

従
五
位
下
中
務
大
輔
源
朝
臣
道
康　

宣　

奉　

行

　
　
　

中
務
少
輔　

闕

　
　
　

 

（
以
下
略
）

�

（
同
前
） 　
　
　
　
　
　

⑬
は
、
正
保
二
年
四
月
二
十
三
日
に
徳
川
家
綱
が
元
服
し
た
際
に
従
三
位
・
権
大
納
言
に
任
じ
ら
れ
た
と
き
の
叙
位
理
由
を
記
し
た

「
中
務
大
輔
宣
」
で
、
⑭
は
即
日
、
家
綱
が
正
二
位
に
昇
っ
た
際
の
「
中
務
大
輔
宣
」
で
あ
る
。

⑬
で
は
「
温
柔
に
し
て
全
性
の
道
徳
は
躬
に
在
」
り
と
家
綱
個
人
の
有
徳
性
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
海
内
順
治
し
て
遐
邇
（
遠
く
も

近
く
も
）
悦
予
た
り
」
と
徳
川
宗
家
の
徳
治
の
成
果
を
謳
い
、
そ
れ
を
以
て
徳
川
宗
家
の
世
嗣
叙
位
の
理
由
と
し
て
い
る
。

⑭
で
は
、
家
綱
を
累
進
さ
せ
る
理
由
と
し
て
「
万
邦
を
鎮
撫
し
て
兼
併
」
し
た
こ
と
、「
三
代
」
に
わ
た
っ
て
「
至
治
之
澤
」
を
「
克
」

く
継
承
し
て
「
無
彊
之
休
（
限
り
な
い
幸
せ
）」
を
永
く
「
保
」
っ
て
い
る
こ
と　

と
い
う
二
つ
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
二
つ
の
成
果

は
徳
川
宗
家
「
三
代
」（
家
康
・
秀
忠
・
家
光
）
が
成
し
遂
げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
叙
位
と
い
う
か
た
ち
で
天
皇

に
よ
り
褒
賞
さ
れ
て
い
る
の
で
で
あ
る
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
徳
川
宗
家
が
、
遅
く
と
も
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
時
点
で
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
・
源
氏
長
者
な
ど
の
朝
政
上
の

顕
職
・
氏
姓
上
の
特
権
的
地
位
を
「
世
襲
」
し
天
皇
の
も
と
で
身
分
的
に
編
成
さ
れ
国
家
機
能
を
分
担
す
る
特
定
の
家
と
し
て
成
立
し

朝
廷
に
よ
り
認
知
さ
れ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
「
家
」
代
々
の
功
績
を
理
由
と
し
て
「
家
例
」
と
な
っ
て
い
る
官
職
・
位
階
・
族
制
的
地
位
、
栄
典
を
天
皇
が
新
当
主

に
与
え
る
と
い
う
在
り
方
は
、
特
定
の
家
が
国
政
上
の
権
能
を
世
襲
的
に
分
担
し
天
皇
に
よ
り
身
分
制
的
・
官
位
制
的
序
列
を
与
え
ら

れ
る
こ
と
に
よ
り
国
家
的
に
編
成
さ
れ
て
い
た
と
す
る
権
門
体
制
に
お
け
る
権
門
の
在
り
方
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
徳

川
宗
家
が
、
遅
く
と
も
三
代
将
軍
徳
川
家
光
の
時
点
で
大
臣
・
征
夷
大
将
軍
・
源
氏
長
者
な
ど
の
朝
政
上
の
顕
職
・
氏
姓
的
特
権
的
地

位
を
「
世
襲
」
し
天
皇
の
も
と
で
身
分
的
に
編
成
さ
れ
国
家
機
能
を
分
担
す
る
特
定
の
家
と
し
て
成
立
し
朝
廷
に
よ
り
認
知
さ
れ
た
こ

と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
の
頃
に
徳
川
宗
家
は
「
権
門
」
と
し
て
確
立
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

そ
し
て
、「
権
門
」
と
の
地
位
を
確
立
し
て
し
ま
っ
た
徳
川
宗
家
は
、
自
己
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
の
恩
賞
と
し
て
実
父
へ
の
太
政
大

臣
の
追
贈
を
受
け
る
に
至
っ
て
い
る
。

⑮
　

天
皇
我
詔
旨
良
万
止
贈
内
大
臣
従
一
位
源
治
済
朝
臣
尓
詔
倍
止

　
　

勅
命
乎
聞
食
止
宣
汝
乃
令
子
者
朕
乃
股
肱
奈
利
永
重
職
遠

　
　

修
能
彝
倫
遠
叙
夫
君
仁
忠
阿
留
毛
乃
者
教
親
仁
本
幾
其
身
仁
功
阿
留
毛
乃
者

　
　

賞
父
仁
及
奈
牟
止
聞
食
須
故
尓
曩
尓
追
栄
乃
命
乎
賜
倍
止
毛
尚
毛

　
　

顕
揚
乃
不
足
牟
古
止
遠
歎
賜
比
夭
今
更
尓
褒
贈
遠
加
倍
給
者
牟
止

　
　

所
念
行
須
故
是
以
太
政
大
臣
尓
上
給
比
治
賜
布
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天
皇
我
勅
命
乎
遠
聞
食
止
宣

�

（『
当
代
将
軍
家
三
家
三
卿
贈
官
位
方
』）

因
み
に
、
⑮
は
、
文
政
十
二
年
正
月
二
十
八
日
に
十
一
代
将
軍
徳
川
家
斉
の
実
父
一
橋
家
当
主
徳
川
治
済
に
太
政
大
臣
を
追
贈
し
た

際
の
仁
孝
天
皇
が
発
し
た
宣
命
で
あ
る
が
、
ま
ず
、
注
目
す
べ
き
は
直
線
部
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
同
線
部
で
は
治
済
の
霊
に
対
し
て
、
仁
孝
天
皇
は
、
そ
の
子
将
軍
家
斉
を
「
朕
乃
股
肱
」
と
呼
び
同
人
が
「
永
重
職
遠
」

と
し
て
い
る
。「
股
肱
」
と
は
『
広
辞
苑
』
に
よ
れ
ば
「
手
足
と
な
っ
て
働
く
、
君
主
が
最
も
た
よ
り
と
す
る
家
臣
」
の
こ
と
で
あ
り
天

皇
を
主
君
と
し
将
軍
家
斉
を
臣
下
と
す
る
君
臣
関
係
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
ま
た
、「
重
職
」
と
は
家
斉
が
任
じ
ら

れ
て
い
た
大
臣
や
征
夷
大
将
軍
な
ど
の
官
職
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
が
、
破
線
部
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
天
皇
が
家
斉
の
「
忠
」
を
嘉
し

て
実
父
へ
の
太
政
大
臣
追
贈
を
行
う
と
い
う
文
脈
上
、
こ
こ
で
は
、
こ
れ
ら
の
官
職
が
単
な
る
名
目
的
な
称
号
で
は
な
く
天
皇
の
も
と

で
家
斉
が
勉
励
す
る
実
質
的
な
官
職
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
自
己
の
天
皇
に
対
す
る
忠
誠
の
恩
賞
と
し
て
天
皇
よ
り
実
父
へ
の
太
政
大
臣
の
追
贈
を
受
け
る
こ
と
は
、
⑧
の
徳
川
綱
重

に
見
ら
れ
る
「
権
門
」
と
し
て
の
家
例
の
踏
襲
で
あ
る
が
、
⑧
に
お
け
る
追
贈
理
由
を
綱
重
個
人
の
徳
性
や
功
績
と
い
っ
た
儒
教
本
来

の
統
治
者
モ
デ
ル
に
求
め
て
い
た
の
に
対
し
、
⑮
の
治
済
の
例
で
は
「
権
門
」
当
主
の
天
皇
へ
の
忠
節
と
実
父
へ
の
孝
と
い
う
家
に
傾

い
た
論
理
で
あ
り 「
権
門
」
と
し
て
の
要
素
を
拡
大
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

五
、
結
び
に
代
え
て

以
上
、
幕
府
に
伝
え
ら
れ
て
い
た
『
御
請
下
書
』『
当
代
将
軍
家
三
家
三
卿
贈
官
位
方
』
な
ど
の
史
料
に
見
ら
れ
る
「
中
務
卿
宣
」
や
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宣
命
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
天
皇
を
「
王
」
と
し
公
儀
権
力
者
を
そ
の
「
朝
臣
」・「
臣
僚
」
と
し
、
公
儀
権
力
者
の
功
績
に
対
し

て
天
皇
が
そ
れ
を
嘉
し
て
官
位
を
授
け
る
と
の
論
理
が
存
在
し
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
実
際
に
天
皇
が
公
儀
権
力
者
に
官
位
を
授
与
し

て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
。
考
え
な
い
と
い
け
な
い
の
は
、
上
述
し
た
公
儀
権
力
者
に
対
す
る
讃
歎
が
朝
廷
側
の
史
料
の
み
な
ら
ず
幕

府
方
の
史
料
に
も
見
出
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
紙
数
の
関
係
で
略
述
す
る
こ
と
に
止
め
る
。

寛
保
元
年
、
将
軍
徳
川
吉
宗
の
右
大
臣
昇
進
、
将
軍
世
嗣
大
納
言
徳
川
家
重
の
右
近
衛
大
将
兼
任
、
家
重
長
子
徳
川
竹
千
代
（
家
治
）

の
元
服
、
大
納
言
叙
任
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
将
軍
家
三
代
の
慶
事
に
対
し
て
林
信
充
以
下
、
幕
府
の
儒
臣
は
頌
を
捧
げ
て
い
る
。

こ
の
時
の
幕
府
儒
臣
の
頌
は
、『
三
殿
慶
会
集
』（
内
閣
文
庫
所
蔵
）
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
幕
府
の
儒
官
「
大
学
頭
臣
林
信
充
」

は
同
書
の
序
と
も
云
う
べ
き
文
章
を
記
し
て
い
る
。

　

大
君
建
明
徳
之
功
開
右
丞
之
府

　

嗣
君
応
英
武
之
質
登
将
帥
之
壇

　

大
孫
以
成
人
之
道
任
亜
相
之
台

　
　
（
中
略
）

　

右
府
王
台
座
臨
朝
拝
冊
封
宸
章
金
簡
動

　

制
誥
紫
渥
重
、
天
伏
千
官
粛
、
藩
屛
万
国
従
、
尭
階
迎

冕
、
舜
楽
列
笙

、（
以
下
略
）

こ
の
文
に
お
い
て
、
将
軍
徳
川
吉
宗
（「
大
君
」）
は
「
明
徳
之
功
」
に
よ
っ
て
右
大
臣
の
地
位
に
つ
き
（「
開
右
丞
之
府
」）、
将
軍
世

嗣
大
納
言
徳
川
家
重
（「
嗣
君
」）
は
、
そ
の
「
英
武
之
質
」
に
よ
り
右
近
衛
大
将
に
補
さ
れ
た
（「
登
将
帥
之
壇
」）
と
し
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
補
任
対
象
者
の
功
績
・
人
徳
・
資
質
が
叙
任
理
由
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
「
中
務
卿
宣
」
や
宣

命
と
一
致
し
て
い
る
。

ま
た
、
吉
宗
（「
右
府
」）
は
、
天
皇
（「
王
」）
の
朝
廷
（「
台
」）
に
あ
っ
て
政
の
庭
（
朝
）
に
臨
ん
で
天
皇
の
辞
令
（「
冊
封
」）
を

受
け
「
宸
章
金
簡
」
が
発
せ
ら
れ
詔
（「
制
誥
」）
と
天
皇
の
恵
み
（「
紫
渥
」）
が
重
な
っ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
将
軍
が
天

皇
を
「
王
権
」
と
す
る
官
僚
機
構
ト
ッ
プ
の
官
職
の
一
つ
（
右
大
臣
）
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
表
現
し
て
い
る
。

こ
の
認
識
が
、「
中
務
卿
宣
」
や
宣
命
に
見
ら
れ
る
王
権
シ
ス
テ
ム
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
こ
と
は
疑
問
の
余
地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
は
、
こ
の
よ
う
な
天
皇
の
恩
恵
に
よ
り
「
天
伏
」
し
て
「
千
官
粛
」
た
り
と
い
う
状
態
に
な
り
「
藩
屛
万
国
」
が
従
っ
て
い

る
と
謳
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
藩
屛
」
と
は
天
皇
の
守
り
手
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
こ
で
見
出
さ
れ
る
の
は
、「
王
」
た
る
天
皇
が
公

儀
権
力
者
を
律
令
官
僚
機
構
の
枢
要
の
官
職
に
命
じ
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
公
儀
権
力
者
に
諸
大
名
（「
藩
屛
万
国
」）
が
従
っ
て
天
皇
を

守
護
し
て
い
る
と
い
う
図
式
で
あ
り
、
天
皇
を
「
王
」、
将
軍
を
「
霸
者
」、
大
名
を
「
諸
侯
」
と
し
、「
霸
者
」
は
天
皇
（「
王
」）
よ
り

全
国
統
治
を
委
ね
ら
れ
、
武
徳
と
と
も
に
「
文
徳
」
を
も
持
ち
「
諸
侯
」
を
率
い
て
「
王
」
に
奉
仕
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
か
か

る
「
王
覇
論
」
的
秩
序
は
「
中
務
卿
宣
」
や
宣
命
に
見
ら
れ
る
王
権
シ
ス
テ
ム
を
基
礎
に
置
い
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ

う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
考
を
期
の
こ
と
ゝ
し
た
い
。

註

（
1
）	

『
幕
末
に
お
け
る
「
王
」
と
「
霸
者
」』、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
七
年
。
第
二
章
第
三
節
、「
近
世
確
立
期
将
軍
宣
下
儀
礼
に
関
す
る
一
考

察
」（『
九
州
史
学
』
第
一
一
八
・
一
一
九
合
併
号
、
一
九
九
七
年
）。

（
2
）	

幕
藩
制
国
家
の
王
権
に
つ
い
て
詳
し
い
整
理
を
紙
数
の
制
約
が
あ
る
た
め
こ
こ
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
現
在
、
同
王
権
に
関
す
る
学

説
は
、
藤
田
覚
氏
、
堀
新
氏
、
田
中
暁
龍
氏
に
よ
れ
ば
、
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
㋑  
将
軍
が
王
で
あ
る
と
す
る
立
場
（
山
本
博
文
氏
、
曽
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根
原
理
氏
、
大
桑
斉
氏
）、
㋺  

徳
川
と
天
皇
と
の
複
合
王
権
と
す
る
立
場
（
宮
地
正
人
氏
、
深
谷
克
己
氏
、
山
本
博
文
氏
、
堀
新
氏
）、
㋩  

将
軍
と
天
皇
と
が
両
者
と
も
王
で
あ
る
と
す
る
立
場
（
黒
田
日
出
男
氏
、
吉
田
孝
氏
）
の
三
つ
の
立
場
に
大
別
さ
れ
て
い
る
（
藤
田
覚
氏

「
近
世
王
権
論
と
天
皇
」、
堀
新
氏
「
織
豊
期
王
権
論
再
論
ー
公
武
結
合
王
権
論
を
め
ぐ
っ
て
」〈
大
津
透
編
『
王
権
を
考
え
る
』
山
川
出
版

社
、
二
〇
〇
六
年
〉、
田
中
暁
龍
氏
の
近
著
『
近
世
前
期
朝
幕
関
係
の
研
究
』〈
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
一
年
〉）。
こ
の
他
、
㋑
の
将
軍
が

王
で
あ
る
と
す
る
立
場
に
は
公
儀
権
力
に
よ
る
「
法
度
に
よ
る
統
制
」
の
確
立
を
提
唱
し
た
朝
尾
直
弘
氏
が
い
る
（『
将
軍
権
力
の
創
出
』

岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）。

		


筆
者
は
、
か
っ
て
、
幕
藩
制
国
家
の
王
権
シ
ス
テ
ム
を
分
析
し
、
最
強
最
大
の
個
別
封
建
領
主
が
公
儀
権
力
を
「
家
職
」
化
し
天
皇
を

も
含
む
全
封
建
領
主
や
人
民
を
支
配
す
る
と
い
う
「
軍
事
力
を
根
幹
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
」
と
、
天
皇
権
威
を
基
本
と
し
天
皇
に
よ
り

律
令
制
的
官
位
に
任
叙
さ
れ
る
こ
と
な
ど
に
よ
り
「
公
儀
」
た
る
個
別
領
主
の
全
国
統
治
を
正
当
化
す
る
「『
王
霸
論
』
的
秩
序
に
即
し
た

統
治
シ
ス
テ
ム
」
と
い
う
二
つ
の
国
家
シ
ス
テ
ム
が
併
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
公
儀
権
力
の
軍
事
的
・
政
治
的
強
大
性
の
変
化
に

も
と
づ
く
相
互
関
係
の
変
移
に
よ
り
、
確
立
期
に
お
け
る
天
皇
の
地
位
の
低
下
と
幕
末
に
お
け
る
天
皇
の
上
昇
が
生
じ
た
こ
と
を
論
じ
た

こ
と
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
二
つ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
を
設
定
し
両
者
の
相
互
関
係
の
変
移
に
よ
り
幕
藩
制
国
家
の
王
権
の
在
り
方
を
説

明
し
よ
う
と
す
る
立
場
は
、「
軍
事
力
を
根
幹
と
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
」
の
頂
点
（
公
儀
権
力
者
）
を
統
一
的
な
封
建
的
土
地
所
有
編
成
権

者
＝ 「
封
建
王
」、「『
王
霸
論
』
的
秩
序
に
即
し
た
統
治
シ
ス
テ
ム
」
の
頂
点
（
天
皇
）
を
「
古
代
律
令
王
権
に
淵
源
を
発
し
中
世
権
門
体

制
の
流
れ
を
引
い
た
王
」
と
そ
れ
ぞ
れ
定
義
す
る
こ
と
に
よ
り
将
軍
と
天
皇
と
が
両
者
と
も
王
で
あ
る
と
す
る
㋩
の
立
場
に
属
し
て
い
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

		


た
だ
、
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
二
人
の
王
が
存
在
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
、
そ
の
王
が
権
力
や
権
威
を
完
全
に
具
備
し
て
い

る
王
で
は
な
く
不
完
全
性
を
有
し
て
い
る
「
王
」
で
あ
っ
た
点
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
二
つ
の
統
治
シ
ス
テ
ム
（
王
権
シ
ス
テ
ム
）
の

概
念
設
定
を
し
た
際
に
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
を
王
と
呼
ば
ず
に
頂
点
と
表
現
し
た
理
由
で
あ
る
（
註
①
参
照
）。

		


さ
ら
に
は
、
二
つ
の
王
権
に
か
か
わ
る
統
治
シ
ス
テ
ム
が
最
も
交
錯
し
て
い
る
分
野
（
宗
教
分
野
）
に
的
を
当
て
っ
て
本
能
寺
や
西
本

願
寺
の
史
料
分
析
に
よ
り
次
の
よ
う
な
知
見
を
得
て
い
る
（「
近
世
『
寺
法
』
に
関
す
る
一
考
察
」『
九
州
文
化
史
研
究
所
紀
要
』
四
六　

二
〇
〇
二
年
）。

	

ⓐ	�


幕
藩
制
国
家
下
で
も
独
自
の
法
体
系
「
寺
法
」
を
持
ち
支
配
下
の
僧
俗
を
律
し
て
い
た
こ
と
。



─ 31 ─

『
御
請
下
書
』
と
幕
藩
制
国
家
の
「
王
権
」
シ
ス
テ
ム

	

ⓑ	�


中
世
に
お
け
る
制
度
法
の
一
形
態
と
も
い
う
べ
き
有
職
故
実
（
官
位
叙
任
規
定
等
）
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
権
門
体
制
的
枠
組
み
（
中

世
法
）
が
、
幕
藩
制
下
の
「
寺
法
」
に
継
承
さ
れ
、
近
世
寺
院
統
制
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
本
末
制
度
に
お
け
る
教
団
の
支
配
維
持
の
た

め
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
装
置
や
身
分
制
度
に
転
化
し
て
い
る
こ
と
。

	
ⓒ	�

「
寺
法
」
は
「
藩
法
」
に
対
し
て
原
理
的
に
対
立
し
て
お
り
、
中
世
に
淵
源
す
る
権
門
体
制
的
法
体
系
と
近
世
的
な
領
主
法
の
対
立
関

係
が
見
出
さ
れ
る
こ
と
。

	

ⓓ	�


幕
藩
制
国
家
が
、
公
儀
権
力
に
よ
る
統
一
的
封
建
的
土
地
所
有
編
成
を
本
質
と
す
る
近
世
的
封
建
国
家
を
主
に
し
な
が
ら
も
、
上
部

構
造
に
限
っ
て
い
う
と
、
中
世
の
権
門
体
制
的
部
分
＝
国
家
統
合
機
能
も
残
存
し
て
い
た
「
複
合
国
家
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
二

つ
の
「
王
権
」
に
象
徴
さ
れ
る
相
矛
盾
す
る
国
家
原
理
を
、
権
力
と
権
威
と
い
う
相
異
な
る
領
域
に
基
本
的
に
限
定
す
る
こ
と
に
よ

り
、
国
家
と
し
て
の
整
合
性
を
確
保
し
て
い
た
こ
と
。

（
3
）	

拙
稿
「
徳
川
将
軍
家
元
服
儀
礼
と
『
王
権
』」（『
比
較
社
会
文
化
』
第
一
八
号　

九
州
大
学
、
二
〇
一
二
年
）。


